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カナダ，南オンタリオにおける農業の持続的性格
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変化 Vl] むすび

I はしがき

]987年10月に匡II際連合の「環境と 1)号発に関する世界委員会 (WCED)は， 90013をかけてまとめた

報告書 rOur Common Future (地球の未来を守るために )J を発表した.この報告では，世界経済の

あり方についての考え方を基本的に変えることによって，未来の人々を危険にさらすことなく，現在

の人々の要求や願望に応える I~貯金が必要であり，それを実現するには持続的開発という視点が不可欠

であるということが主張されたり.これ以来持続的開発に関する関心が高まり この概念を詐{illiした

り，より適切な定義づけが試みられたりしてきた.多くの議論が行われたが その根底には;環境と経

済と社会の相互依存と共存という共通の認識があった2)

農業は現在と未来の環境と経済と社会に直銭的に，しかも強烈に影響を与える j止界的なj言動で、ある.

農業は人々の基本的な社会的・経済的要求を満たす一方 環境の質の低下や環境破壊を引き起こすこ

とから，その持続性についての関心が特に高まっている.持続的開発という言葉と同様に，持続的農

業という言葉もさまざまに解釈され，さまざまに用いられているが，おおまかではあるが一致した見

解があるようである.それは自然環境を破壊することなく食糧や繊維の生産のために資源を活用し，

長期的に生産者と消費者の必要性を合致させるようにすることであるお.

Pierce (1992)は持続的農業を ( 1 )環境の質を保全したり高めたりしながら， (2)生産若の経

済的・社会的利益を硲保し， (3)十分な食糧供給を行おうとするものであると定義している 4) 

Crossonは持続可能な農業システムを 社会に受け入れることができる程度の経済的・環境的コスト

で，食稼と繊維の需要に無期限に対応できるものとしている:;)カナダ・カウンシル (1992)は持続

的農業を，経済的に実現可能で，社会的需要を満たし，他方でカナダの自然資源を保全し，よりよい

環境を未来の世代に残すことのできるような農業・食糧生産システムと定義している(i)これらから

環境破壊を低減し 農業生産を維持し 経済的に実行可能で 農村生活の質を永続させることができ
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るような，民業システムと資源保全システムの統合が， N':f)ci'1守農業であるといえよう

日本でも 1980年代の後半から持続的農業のï1rfì~tl:が模索され始め，従来から試みられてきた有機民

法やローインプット民法(低肥料，減良薬?住民法)， 'Ii命作法法などカ斗1].検討されている7) このよう

な状況のもとで，嘉日:]は持続的農業を「資?Wの再生産と r1f利用を iiJ能にし，民生~ .化学肥料のJ支入量

を必要最低限に押さえることによって地域資源と環境を保全しつつ一定の生産力と収益性を時保し，

しかもより安全な食続生産に寄与しようとするj走法の体系」とみなしている8)

しかしこれまでの議論をみると，持続的農業の定義や必要条件，分析方法など，一般的で抽象的

なものが多い. しかも 農場レベルから国家や大陸までのさまざまなスケールが，時には混向して取

り扱われてきた.そこで，この報告では，現実の農業経営と土地利用の変遷を検討するなかで，農業

の持続性を具体的に考察することを諜題とする.研究対象地域としてカナダのオンタリオ州ff~j部，す

なわちftzjオンタリオーを取り上げる.南オンタリオの農業経営とこ!こ地利mについてはすでにおおよそ30

の事例農場において， 1980年と 1985年に調査し， 1988年にも補充調査をおこない，その一部について

はすでに報告した9)今回はその後の継続的調査を1994ii三7月に実施したので，主としてその結果を

踏まえて報告することにする.

豆 南オンタリオ農業の地位

カナダ中央部のオンタリオナH南部は オンタリオ ~MJ とヒユーロン~IiJJ 工リ -iliJJそしてオタワ )11に阻

まれた半島状の地域であるが， 自然条件と市場条件に恵まれて，カナダで最もi完し i1:1三産性をあげ，多

様な農業が展開する地域である 10) 第 1[~l に示したように 南オンタリオはカナダでは最もT'Hに位

置し，北緯42度から461支までの範留に広がっている. 日本の北海道とほぼi可じ緯度にあり，南オンタ

リオの中心者ISi'!'Jであるトロントは，主主!支からみると旭川と等しく，キしIllJl!:はロンドンと類似の梓!支1'i'0位

置にある.南オンタリオは 気候的にも北海道と類似している.

南オンタリオの面積は11.6万KIll2で、 日本の北海道に青森県と秋田県そして岩手県を加えた広さに

相当するが， カナダ全イ本の面積のわずか1.3%をiji[めるにすぎない. しかしながら， 1991年の国勢調

査によると，南オンタ 1)オには930万人が居住しており，これはカナダ全体の34.1%に相当する(第

l表).この結果 1kill2当りの人口密度は80.2人となり，カナダ全体の値の27倍にも達する.カナダ

の基準からすると極めて高度の人口集中地区であるが，それでも日本の北海道の 1M12当り 72人より

わず、かに多いにすぎない.カナダでは国勢調交のために おおよそ人口10万以上の25の都市|習を設定

し，センサス大都市地域 (CensusMetropolitan Area， CMAと111告する)としている. 1991年には人口

20万以上の CMAが17あったが， 8つは市オンタリオにあり，それだけで701.9万の人口を擁していた.

南オンタリオはケベ y ク州南部とともに，カナダの経済的・社会的・政治的中心であり，大小の都市

が集中するカナダの核心地域 (Heartlancl)である 11) 第 2次・第 3次産業のみならず，農業におい

てもカナダ全体で高い地位を占めている.

カナダの農業地域をその経営部11']からおおまかに分類すると，穀物生産を lヤ心とする沼部と，畜産

を主体とする東部に区分することができる 12)東部のうち南オンタリオーから南ケベ y クに至るいわ
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ゆる五大1M]・セントローレンス低地は， O. E. Baker13
)やD.Whittlesey14)の1920年代や1930年代の研

究以来，カナダや北アメリカの農業地域に関する主要な研究において，商業的酪農地域とされてきた.

すでに筆者は1986年のj是業センサス結果に基づいて，カナダを 8つの農業地域に区分し15) 五大1M]・

セントローレンス地域を中規模で集約的で高い収益をあげ，酪農農場率や小麦以外の穀物農場率が高

しE地域とした.

ところで，オンタワオ州には1991年に68，633の農場があり， 6，671百万ドルの農産物販売額をあげた.

これはそれぞれカナダ全体の24.5%と26.9%を占めた.南オンタリオはオンタリオナ1'1全体の農場数の

95.8%，農産物販売額の97.9%を占め，オンタリオナHの生産のほとんととがわずカ、10分の lほどの詔積
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の市部に集 i二I~ しているはち l 表).しかし， pf;jオンタリオの農地iflifi'iは504万 haでカナダ全体の7.4% 

にすぎない. また， j判オンタリオのj足場の規模はカナダ全体の 3分の l校伎にすぎないが， f.交場当り

の農産物Wi;--}c窓iは12%ほどlf'iJく， J.長Jili当りの農産物!坂完訟iはま'-J3.5H¥:である j十二jオンタリオで、生産さ

れる炭産物は多様で，カナダ全体の大江の100%， タバコの90%， トウモロコシの67%，野菜や花/f'

や果樹の50~60% ，そして似や1~0*~1111'1， "l_iOd I勾・ J.~(j J]I:J の 30~40% ， I勾午の20%が生産されている(第 2

L;;;I) 

オンタリオ j長企業統計 (AgriculturalStatistics for Ontario) によると， ] 992年のオンタリオ什!の農産

物で肢も販売額が多かったものは，断裂Jillで、全体の20.3%をikめ，これに16.4%の肉牛と9.3%のIJ弘

6.9%の野菜， 6.6%の花/1:・種苗， 6.2%のトウモロコシ， 5.8%の大立が続いていた.若干産物の販売

額が全体の61.4%を I
J1めていた.他方， 1991年の農業センサスによる農場娯型をみると， i有オンタ 1) 

オで最も多いのは全体の26.7% を ih める肉牛肥育農場で，これに小麦以外の殺物(主として笑JI~ りト

ウモロコシ)栽培農場の19.2%，間各j足農場の15.8%，養JJ不良場の6.5%，果樹・野菜栽主計(支J劫の6.3%，

その他の普通作物(タバコ，馬鈴薯，大豆など)栽培農場の5.7%，養鶏J#1:J~るの 2.6% がおi し E ている(第

2表).これらのことから， I勾'1-_)j巴育民j誌と郎氏:f.長j誌はいずれの指標からも i判オンタリオで霊安であり，

さらに農産物版売額で、は養)J不良j誌が，農場~:t!Jt~で、は小麦以外の穀物(主として実11\1.りトウモロコシ)

農場が，それに次ぐ地位を r!Cjめているいることがわかる.この報告では前オンタリオにおいて長い1M]

農業の中核であった京産業のうち， JRj各農民j誌と肉牛)jと育長場，養JJ不良j誌を取り上げ，近年の変化を整

理することによって，オンタリオ農業の払:~:売tl:: を J来ることにする.

E 酪農農場における土地利用と農業経営の変化

!日-1 従来の経営を継続した的農民j誌の事例

1 ) Eb 1.長j坊の事{外

南オンタリオにおいて調査したi時農民場のうち，ほぽ平均的もしくはやや規模の大きい 4つの事例

の経営内容の概要を示したのが第 3表である.このうち， まずトロントの西方約100kmにあるキッチ

ナ一束交1)に位置するEbJ芝J誌を1fxり上げることにしよう. この j民J坊は 1900j~三に JJt 1:E の主主'営主の曾右主父

第 1表再jオンタ 1)オ炭:業の地位 (1991::1::) 
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Agricultural Statistics for Ontarioより作成

第 2表 南オンタ 1)オにおける農業経営類型7JIJ農場数の変化

i従業経営新型 1961ij三 19711!ミ 19761ド 1981 ijミ 19861f 19911ド

農場数 % 度初抑制以 % 22場数 % 民曲湯Ht引
女i % 農場数 % ~J品数 % 

陥i終 24 .6:32 (28. 5 ) 16
‘
969 (26.6) 14.847 ( 22.8) 12、19:3 (18.:3) 10.525 (17.3) 9.337 (15.8) 

|主J，+.Jj巴予f 17.265 (26.5) 18.375 (27.7) 15 .990 ( 26 . 3 ) 15.736 (26.7) 

養Il手 4.441 (6.8) 4
‘
937 (7.4 ) 4.800 (7.9) 3守810 (6.5) 

3を鶏 3.5J.1 (4.1) 1、862 (2.9) 1.622 (2.5) 1.820 (2.7) 1.592 (2.6) 1.548 (2.6 i 

小麦t¥)奇 344 (0.4 ) 313 (0.5) 968 ( 1. 5) 691 (1.0) 720 ( 1.2) 520 (0.9) 

小麦以外の穀物栽府 4.400 (5.1) 5、187 (8.1) 13.275 (20.4) 13，791 (20.8) 13，555 (22.3) 11
‘
360 (19.2) 

その他の普通作物 ~l)rf 4可522 (5.2) 4、543 (7.1) l
‘
709 (2.6) 3.106 (4.7) 1，928 (3.2) 3，366 (5.7) 

来持j 野菜栽培 5.010 (5，8) 3、843 (6.0) 3，574 (5，5) 4，299 (6.5) 4.048 (6.6) 3，692 (6.3) 

特殊i終業 1.318 ( 1.5) 1，564 (2，5) 2.352 (3.6) 3電599 (5.4) 3.988 (6.5) 6
‘
928 (11. 7) 

後会経営 6.632 (7.7) 2、134 (3.4) 5.165 (7.8) 3、553 (5.4) 3
‘
743 (6.1) 2

‘
737 (4.6) 

1:τ~ 、 86 . 388 (100. 0 ) 63.693 (100.0) 165.208 (100.0) 166，364(100.0) I60，889 (100.0) 159，034 (100.0) 

( )内は合計農場数に I~ïめる割合

196111ミは終産物販売会f(l，200 Fル以上のj支坊を対象としたもの 1971年以降は2，500ドル以1.のji毛J1与を対象

CenSl1S of CanaclaよりれoJi文
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第 3表 事例酪農民場の絞'芹状況(l9851，rと19941，1三のjむ絞)

a) 1985{jミ

b) 1994i手

農業労働)J
経 営 規 僕 土地利用

1ft=-宙白)

120ha 牧草 28 

臨時 (うち5811a借地} 小変 21 

~} 1人 (29)
.11 .. A:G7~ft 

'x取りトウモロコン 41 

(うらJ雫乳牛31lifO
大証 16 

政投地 12 

宅地 I 

拡地 i 

特官主 (41) 108h， 牧事 50 

宮正 (，¥01 {うち20h:ti時地) 晶子イレーン"1トウそロコン JJ

父 1601
11'1'.90頒

'.ii1f(I)トウモ口コシ 16 

ぽ (58)
(うら j草<l:1050~iil

紋牧地 19 

主主 e，~ モミ~j邑 7 

高校l.i:3人 料、地 5

B 農 場 経 営 五 1631 120ha 1士i主 12

日J (26) 1 HI地なし) 大変 ')7 

*.年m;1lI
~Vn50ill1 

サイ Lーンmトウモロコ"./ 7 

ワlJl人 (32)
{うら{窄~t -no~杭 j

実!日りトウモロコン 22 

111牧地 8 

1;J虫 フ

H地荒j邑 17 

1 1 臨

牧市 21 牛乳 251 

__1三奮術伐と十 闘 什叫一州}

ミックストプレー 2 乳 '10

(28) 小麦 4 牧草

'五If(l)トウモロコン 33 トウモロコン

l 人 大豆 39 大足

宅地 I 

事販売農産物および収支については前寺町笑桜

t ~農業装備

11 {f:'民主(38) 製材

牧草総包機 11婆(56):引制
~y イスク 2 

プラウ 2 

カルチベータ- ') 

~!記数布機 i 

牧草掛{包権 1 

トウモロコン

収f草峻

ptwn士イ耳慣

プラウ

ディスク

カルチベーター i

I Q.l'! lf~ I ~Wá I施駁(械恭) 機従(合}
良外就業(年齢)

サイロ 2 トラック l 牧本側包i尭 1 H1骨三 (47) 製H

f宝物収納I市 i トラ 79- 5 ウモロコン 事~ 1 43) 手芸 m12i

市会 i バルクタ/ク 1 i晶織機 1 E唱
機械収納1dl 1 内乳施鮫 i トウモロコン

作業会 1 ステーブル 収穫機 i 

クサーナー 1 プラウ : 

給sJ!随Mt 1 ディスク 1 

牧草刈l担俊 i カル，-ベータ- ') 

興~I* 目立-I!ì俊 i 

サイ口 l トラック 1 7'イスヲ l 

殺物貯磁W 2 トラクタ，¥ プうウ l 

機減収<fiW 符"t締役 l 英紙散布機 i 

作業金 11 ~;鰐随~ I 

牧草刈If.i.t産 i 

牧草締{包機 i 

サイロ 5 I Iラック i 牧草樹包機 1 要(65):~m婦

絞物lt7縦W 2 トラクタ 5 '1'ィスク 2 

百1急 2! I¥Jレクタンク l プラウ 2 

険減収納bI! 2 j事乳錨!lt i カルチベータ- 2 

給斜路絞 1 Nlま散布機

牧草刈IJ1ft後
f晶f盈t提

13-1 117 サイロ I トラ'-'ター 2 ディスク l 饗 (36) スクールバ

苦f会 II/{ルクタンク 1 カルチベーター l スの運転手

微減収納雌 l 持乳施~
牧草刈IfH毘

牧草樹包機

帰後機

プラウ

IlHき取り溺査により作成

によって始められたものである. もともと経営国積は宅地の局辺の48haにすぎず， 1960年まで酪農

と養豚を主体とし，飼料作物を自作する混合農業を営んでいたが， 1970年代に入って20ha程の農地

の購入と借地の拡大，酪農への専業化によって現在のような経営状況となった.臣告j業専業となったの

は1970年のことで，この年には現在の経営主が父からこの農場の経営を引き継ぐとともに，父と弟の

3人でこの農場を会社組織とした.1986年までこの農場は，経営主と父と弟でつくる会社の所有で、あっ
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たが，その後弟と父のi好有権を買収り，現在では会社の所有権の 4分の 3を経営主， 4分の lを妻が

所持している.実質的には曾祖父以来続く家族農場である.

1979年には106haの経営面積をもち，そのうち62haは自作地(会社の所有地)で宅地j苛辺にあり，

残りは他の民氏からの借地で，キッチナ一周辺に 3か所に分散していた.当時のこの農場の土地利用

をみると，宅地が 1ha，林地・荒地が13ha，放牧地が 2haで，残り 90haは作付地であった.作付地

では2211aにアルフアルファ， 1211aにミックストグレーン(大麦とオート麦の混植)， 16haに小麦，

そして40haに実取りトウモロコシが栽培されていた.

第3IZlは宅地周辺の自作地の土地利用を示したものであるが，農場のTl1iに経営主夫妻の住宅と官舎，

作業舎，機械収納庫，穀物貯蔵庫， 2恭のサイロが配置されており，これが舵農民J坊の基本的な設備i

であり，オンタリオナHの大方の舵j足農j拾に共通するものである.この炭j揚では連作障害を防ぐために

アルフアルファを 3-6年栽指した後 2年間実rf'X.りトウモロコシを栽培し さらに 1年間j小麦を植

え，そして 2年間ミックストグレーンをす主i告するという輪{乍ブj式カfとられていた. しかし， II[iお{乍カf行

われているのは長1fl~J也に IU~ られており {if地では実]良りトウモロコシカf連作されていた.

自宅地 七二!大豆

白トウモロコシ 牧草

図小麦 鐙翠放牧地

図ミックストグレーン 日林地

1 主屋 4 ガレージ

2 ii舎 5 作業会(製材所)

3 機械収納庫 6 サイロ

己所有地 γ~ 一-一e司p「--J 1借地

A
A
Tム
l
!

o 200m 
』回一ーー』ー一-J

第 3函 Eb農場の土地利用変化

開き取り調査とtl!r-外観察により作成
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1980年 2月の11¥'Jきlrv.りの1;祭の飼養手Vlニジit[数は51であったが，そのうちの搾乳午は34@[で， 1 il長以上

の米経1)主午が 8ジ'1'[， 1 i1支未満の子f十は]2¥}l'[であった. このほかに肉用の tfí~午が20@UJ巴有されていた.

これらはすべてホルスタイン視で、あった. この当時の搾乳午 J01'[当りの年1l¥J'1子L~I:_j;おすは 5 ‘ 900 eで

あった

1980年の家族構成は，経I~主主 (33歳)と安 (29fi~) ， 2人の娘(5 j夜と 3，衣)の 4人であり，日Ijの

j払ijiji-に1Jんでいる父(63，夜)と経営主夫婦で、ほぼすべての良作業を行っていた.そのために多くの機

械カf使用されていた.主要なものとしては トラック 1台 トラクタ -6台 ノくルクタンクと;空宇L施

設 1式，牧草刈lrY.機と牧草右手i包機それぞれ]Éì，その他トラクターの付属 i'~fl) 111~lll など，総ft+ lll1治~[は 6 )j

ドルにのほずった. 1979年の主張販売炭産物は午才しであり， さらに乳午や子守二やtjlJl二，小麦やトウモロ

コシの売却を合めて97千ドルのキf!llY:入であったが，必要経費も78千ドルあり ， ~{J品純1!又 ÌI:t は 19千ドル

であった

]985年 7 月の 1m き ll~ りによると， 16haの{昔j也をj??やしたために，経営焼棋は122haになった. ミ y

クス トグ レー ンの栽を中 iトしアルフアルファと小友， 'jミ11Y.りトウモロコシをそれぞれ3211aと

22haと46ha栽倍するようになった. より収去の多い作物に ilii;i~をすることによって，土地利用の集約

化カ汁まかられたわけである. t;主乳守二は 32~J'1 とわずかにかi支ったカ" 1 0l'l当り年1M]搾乳iTf:カ，'6，800eと

]979年から約15%用力11したため，牛乳生産量は地力11した.牛乳のiillii各を安定させるために，オンタリ

オ什i では出荷主IJ 当主-;:をもった Jj~!J誌のみが牛乳を H~， i'i:Yで、きる
1(;)

Eb JFtJ誌の]985年の初当量 (Quota)は，

市乳 1E1 508 f， JJIIT:7L 1 1j:::82
‘
440 eであった.新たに割当量を砧:保するためには多くの資金が必要

なために， JJil.紋拡大は川護H~である.機械および施設については 1981年と 1983年にそれぞれ密閉サイ

ロを 1ltとず、つ導入し，さらにフィードミキサーを備えた. 1983年に父は農作業から引退し，代わって

週末と 5月から 8月までの民繁HJJに学生 l人を月五月jするようになった. 1984五|三のJ1V坊の*1111又入は169

千ドルで，必安統技は138千ドルであったので 手IrrJ!又託は31千ドルになった.

さらに 19881~三 7 )Cjの1mきlWりによると， fIj:J也HI-i積が 4ha 1首え 経営i面積は126haとなった.飼料梢

成や i除{乍方式を考慮して ] 98511三には栽1音を中止していたミ y クストグレーンを再び栽i去するように

なったj宅乳午の以数は19851fとliiJじであるが， ]ジi1'[当りの年!日H~ :fUflをはさらに j引)11 して，年 II\J7 ，500 e 

となった. ]987年の*nJ!又入は172子ドルで，必安:経費は120千ドルであったので，純収益は52千ドルに

なった

1994年 7 月の IJ\J き ll~ りによると，経見地i五百ll[ は借地58ha を含めて 120ha であり， 1988年と大きく

変わっていない.ただ， Jit，:j辺のj;坑己のmIJ#iによって i持J安ーしたあるいは近J妾した民j色を{昔りることが

でき(第 3161)，刀、11;)よりも移動に時間がかからなくなった. f!iiJ養乳牛は67iJJ[[でありそのうち搾乳牛

は位以でこれも 1988年とほとんど変わらないが， 1 Dl~[ 当りの搾乳量がおおよそ8 、 000 e 近くまで増加

したため，搾乳ii::I~l 体は治力11 している.栽培作物も牧草ーと小麦と実取りトウモロコシ，大豆と相変わ

らず多織であるが，近年実取りトウモロコシにかわって大豆の栽府Tui積が急速に拡大してきたことが

特徴的である . )，-~'，i の 111l i絡が良いこと，耐寒性の新しい!日i種が普及したこと さらに輪作方式に組み

込むのに都合がよいことなどがその即位!である.ことに1994i~三の場合，春季の温度が低く， mが多かっ
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たことから， トウモロコシの作付時間を逃した民民が多く，特にJ:.立がめだつようになった.施設や

機械装備は法本的には大きく変わっていない.あ1i!'I}，1993年の組収入は161千ドルとなり，必安佐賀

が117ドルであったので，純JIX主主は44千ドルとなった.]988年よりやや純収益が減少した結果になった

経営主は冬季に製材を行ったり， 11お:Jij:日の新をつくって販売するという刷業を行っている.実はj盟2

IQIII工で ]5分ほどのエルマイラという IIIJの手芸}iHで JI'I~ 良として働いている

このようにしてみると，この炭場経営はこの15年!日jに大きく変化せず，安定していたといえよう

ただ，現在京舎や給im:施設などが老朽化し，そのために資用がかかることや，さらに GATTによる

自由貿易が進められると 割当制度のもとに安定している附炭が どのように変化するか不五tな材料

が多い.この農場には後継者はおらず，今後とも現在の規模で経J討を継続する予定である.

2 ) P農場の事例

トロントのIi!:I方約80kmに位置する P農場は， 1915年に現在の経営主の曾祖父によって始められた

もので，当初のj農地面積は40haであったが，祖父の代に17haの農地を加え， さらに父が1971年と

1981年にそれぞれ31haと14haの農地を購入した.その後現在の経営主が父から1990年に92haの農地

と乳牛，および諸施設と牛乳の出荷割当量を購入し，経営を引き継ついだ.父はj農場ーの北東 2kmほ

どに新しく住宅をっくり引退生活をするようになった.

1979年にはこの農場は146haの経営面頼をもち，そのうち宅地問辺の88haが自作地であった.この

農場の土地利用をみると，宅地が 5ha，林地が8ha， 16haが放牧地で，残りの118haが作付地であっ

た.作付j自では34haにアルフアルファ， 20haにミックストグレーン(この場合は大麦とオート麦の

混作)， 64haにトウモロコシが栽培された.第 41z1は自作地の土地利用を示したものであるが，北部

にはその当時の経営主である父と母の住宅と畜舎，作業舎，機械格納庫，穀物貯蔵庫，サイロがあり，

西部に現在の経営主夫婦の住む住宅と畜舎があった.この農場においても 連作障害を防ぐために

トウモロコシを 2年間栽培した後， 1年間ミックストグレーンを栽培し， さらに 3-4年間アルフア

ルファを構え，再びトウモロコシを栽培するといった輪作方式が採用されていた. 1980年 1月におけ

る飼育乳牛頭数は135頭で、あったが，そのうち搾乳牛は60頭， 2歳以上の未経産牛は45頭， 2歳未満

の子牛は30顕であった.この当時の搾乳牛 1頭当り年平均生産量は約6宅600eであった

1980年の家族構成をみると当時の経営主 (46歳入妻 (45j~~)，現在の経営主である長男 (26歳入

:長男妾 (25歳)，二男 (25歳)，長女(16歳)の 6人からなるが，農業に従事するのは経営主と長男の

2人で，他は別の仕事をもっていた.この農場では 131曜日に農作業を近くの農民に委託し，休養をと

ることにしていたが，それ以外はすべて自家労働力でまかなっていた.そのためこの農場でも多くの

機械が使用されていた.主要なものとしては， トラ y ク3台， トラクタ -3台，コンパイン l台，バ

ルクタンクと搾乳施設一式，フィードミキサ-]台，牧草梱包機 1台，糞尿散布機 l台，その他のト

ラク夕一付付守)属瓦認iJlh弘5

でで、あり， さらに余分な字乳L主牛iド二や子f牛iド二， トウモロコシの売却も含めて125千ドルの粗収入であったが，必

要経費も 83千ドルあり，結局k:i~l収益は42千ドルであった.

] 981 ii三に経営主は14haの農地を新たにj構入し 自{乍j也は102haになったが 1985{f三に借地を62ha
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困 宅 地 図ミックストグレーン

ロトウモロコシ 圏放牧地

ロアルファルファ巴林地

第 4図 P農場の土地利用変化

i 主屋 5 81%舎

2 作業舎 6 サイロ

3 機械収納庫 7 長男の玉屋

4 穀物貯蔵庫 (1994ir には~窓)

イ
メ

o 200m 

!鳴き取り調査と野外観祭により作成

から 10haに減らしたために 経営規模は112haになった. 1985年にはミックストグレーンの栽培を仁|コ

止し，トウモロコシとアルフアルファの栽培面積も減らし，その分購入飼料に依存するようになった.

1985年 7月の P農場の飼養乳牛頭数は135頭で 1980年の場合と同様であったが，搾乳牛は459J11に減

少した 1m~l当りの年間搾乳量が7 ‘ 300 eになり， 1980年から約20%増加したため，牛乳の総出荷額

は大きく変化していない. !:H荷割当査は"fl:f字L1 Iヨ685e， )JII工字L1年167，000eで、あった. {illi絡が安定

している反Tui，経営規模の拡大は新たに割当量:を佐保しない限り不可能である.機械および施設につ

いては，糞尿タンクの新設を徐いて，この5年間に大きな変化はなかった.新たに長男の妻がj実業労

働力として)J[Iわり，経営主の安は自宅の一部を改造して治療院をっくり，それ以前の病i淀勤めから自

営によるマッサージ、治療にil!i;1興した.臨時労働力として 5月から 6月までは 2人，それ以外の時期に
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は]人の高校生をj長い，主として給fiilJと搾乳掃作業をさせている. 1984年のこの炭j坊の*11.11Y.人は

230千ドルで，必要経費が137千ドルであったので，純収益は93千ドルになった.

1990年になってj足場は，すでに述べたように現在の経常主に引き継がれた. 1985年以降農地の排水

路設の弊iii!l，牧草の貯蔵場所の改造， トウモロコシ乾燥機の2尊入，吉舎の改造なとごが行われたが，土

地利用ftriでも，牛乳生産の而で、も以前と大きく変化しなかった.さらに1994年 7月のIjl'jき取りによる

と，経営jiむ出ffii積は108haと減少し そのうち借j出は20haなった.炭j也で、は牧j1j!(と実11文りトウモロコ

シ，サイレージ用トウモロコシを栽培し，不足する飼料を購入することにした.飼養乳牛数は90Dl;i 

であるが，搾乳牛は501:il'lとなり 5~l~i増加した.搾乳量ーも 8 ， 000 e近くに i白羽iした.このj段J誌では，数

は多くないが高 11?i 質の子主I~: を日本やイギリスにバイヤーを通じて売却している. しかし，粗収入は

220千ドルと以前とほとんど変らず，父から j箆場をH!i;:入した!祭の代金の支払いや，機械の維持や吏新

のための資月i，臨時労働者 3人への労賃などで，必要経費が184千ドルとなり，純収益は36千ドルと

多くない.他の階段経骨者と同様に，この p;史j誌の経営者も自 Etlt~ 易が実現すれば出荷割当ilJlJJ支も絞

かないのではないかという不安に絶えず悩まされている. {ílli格の良川、うちに出荷~ltlj 当量を売却するこ

とを真剣に考えることもある.実際に制当景を売却し経常を転換した農場も多い.次にそのような事

例をみてみよう.

回一 2 経営を転換した酪農農場の事例

D農場はキ yチナーの東の郊外に位置し， EbJ農場の 4kmほど南東にある.この農場の経営主の先

祖は， 1830年頃にアメリカ合衆密ペンシルベニアナけからワータールーカウンティーに移生し，現在の

農場の北 5kmほどのブルーミングデールに入植した.その後1890年に曾祖父が現在の農場を購入し

た.最初jの農場の面積は20haであったが，その後40haを購入し，いわゆる伝統的な混合農業(general 

farming) を行ってきた. 1949年にこの農場に隣接してワータールー・ウエリントン飛行場ができ，

農地の一部が買収されたが， 1960年頃には借地も含めて60ha前後の農地で作物栽培し，小規模な養

鶏と養豚と酪農を組み合わせていた. 1965年に父が経営を引き継し 1だH寺に 酪農専業になった.その

n寺Z5~j~の乳牛を飼養していた.

1979年にはこの農場の経営面積は56haであり， 16haの自作地のうち 1haは宅地， 8 haは放牧地で，

残りの 7haでは実取りトウモロコシが栽培されていた. 40haの借地では牧草と実取りトウモロコシ，

サイレージ用トウモロコシ， ミックストグレーン(大麦とオート麦の混播)が栽培されていた.輪作

方式としては原則として，牧草(4年)ートウモロコシ(2年)一麦類(2・3年)が採用されていた.

85頭の乳牛のうち，搾乳牛は38頭で平均年間搾乳量は6，360e ほどであった.農業従事者は経営主 (48

歳)と妻 (45歳)そして長男 (22歳)であった. 1979年の粗収入は98千ドルであり，経費が42千ドル

であったために，純利益は56千ドルになった.この農場では借地代や労賃，飼料代が低かったため，

必要経費を低く抑えることができ，その分純収益は多かった.施設や機械装備については，他の飴農

農場と大きな速いはなかった.

1985年になると佑二地の面積こが62haに増加し， 72haの農地では牧草 (32ha) とミ yクストグレーン



108 

1 985年

_j~-~ 

199 4年

警多
第 5図 DJ;~J誌の土地利用変化

B 宅地

口トウモロコシ

図小麦

~ミァクストグレーン

巨 大 豆

D 牧草

摺放牧地

白 所 有 地

口帥

o 200m 

1m き J!~ り調査と UJl外観察により{乍J&

(10ha)， 小 麦 (5 ha)， ，大;l11z.りトウ

モロコシ (25ha)カf栽以:され， 3 ha 

が放牧地とされた.農業従-':jf.t;-も絞併

主(54fi反)と妻 (50i投入そして長引 (28

1設)であり，二男(]9歳)と長虫:(25 

歳)が夏に臨時に手伝うこともあった.

45~Hの搾乳!l二をもっ i開決経営の*1 1.11)( 入

は160千ドルで，必'}Q:経費が73千ドル

であったので，純収益は87千ドルと

なった. 1985年には第 51玄1~こ /F した!$]

作地と一部の借地のほかに， 2か所で

耕地を借りていた. 1979年以、昨まし'1:の

生産性を高めるよう努力した結来， ] 

@tあたり 1979年の6、350eから6‘800e 

までJm)JIIした. ] 984年には民j也の排水

工事を行なった.このj長J坊のj詰合も経

営は安定していた

1990年に長男が経営主からj支JtJ;を買

い取り郎氏経常を続けたが，翌年父が

死亡してしまう.長男を長男の妻が手

(云って1993年までJ幸乳牛40m1対抗支の|略

j実経営を続け，第 5表に示したように

117千ドルの純純収益をあげ、たが，長

男 1人の農業専従者では労働が過剰で

あること， GATTによる自由貿易が実

JJLすると，し ì9-'-'~llt~U 荷主flJ 当:毘:の fíl!î1rMが

なくなるのではないかという恐れがあ

るため，その値段が高いうちに売却す

ることにしfこ. 1994i=!三 3月に乳牛と It:U

荷割当量を売却し 飛行場用地を借地

に加え， 100haの作物栽培に転換して

しまった.売却した l出荷割当量の価格

だけで，おおよそ400千ドルに達した.現在の経営者は酪農の将来に不安をおぼえるとともに，この

農場が都市の郊外に位置するため，近年都市化・工業化が進み，いつまでこの場所で農業を継続する

ことができるか見通しが立たなくなったことも，経営!lii;換の]つの動機としてあげている.
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1lJ-3 経営をおよ大した i':~û農炭坊の事例

P J*=J坊の北TJ_[j15kmほどの地点にある B農場は，現在の経営主が1952年に購入したものである J.長

場部積は120haであったが当初の作付地は40haにすぎなかった. 1960年までに森林や荒地を切り開き

現在のような102haの耕地面積にした(第 6!~). 1979年には経営主が48j設で、男性の永年雇用者 l人(18

歳)がし、た.乳牛を155m:l飼養しており，そのうち421]y[が搾乳牛であった.作物栽培面積をみると，

牧草が44ha， ミックストグレーンが12ha，サイレージ用トウモロコシが20ha 実取りトウモロコシ

が10haであった.この農場では 3年17'¥J牧草を栽培し，その後 2年間トウモロコシを栽培しさらに

麦類を 1年間栽培し，牧草にもどるという 6年で一巡する輪作方式を行っていた.第 7[翠は1960年か

ら1994年までの B農場のすべての農地[_R画の土地利用の状況を示したものである.放牧j也として毎

ご三 1 961年

。

。

。

。

。
。 。 。

。

o 200m 
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年利用されている 3 つの農地区画を除くと，基本i'1~ には先に示した輪作方式がすべての農地で、行われ

ていることがわかる. さらに 1970年代からそれまでのま111かい農jm[玄画が整理され，区画が拡大され

たことが明石在で、ある. 1979年の粗収入は牛乳と子牛や乳牛の販売から86千ドルで，必要経費は57千ド

ルであったので，純収益は31千ドルになった.このj芸場には 4基のサイロと 2棟の機械収納庫，畜舎

と穀物収納庫がそれぞれ 1棟あった.機械装備は第 3表に示したように，他の踏農民場と共通していた.

1985年になるとこれまでの経営主と永年雇用者のほかに，二男 (17歳)が農業に従事するようになっ

た.そして飼養乳牛は 150m~!であるが，搾乳牛が48W~! に地加した 1 m~!あたり生産乳量は 1980年頃は

5，500 eから6，400eくらいであったものが， 6司 400eから6雫800eくらいに地加した.粗収入は159千

ドル，必、安経費は104千ドルで，純i伐採は55千ドルになった.

1994年になっても 120haのj長地では，基本(1守な輪作方式に従った土地利用が行われた.すなわち，

牧草42ha，大麦22ha，実ll~ りトウモロコシ22ha，サイレージm トウモロコシ 7 ha，放牧地 8ha，林地・

荒地17ha，宅地 2haである. B J是J誌は経営主 (63歳)と二男 (26歳)の共同経営になった. 32i)f;えの

永年雇用者が:fLil二のf日I:JJHを;h:っているのは以前と同様である. 1991年 8月に新しい畜舎と 2基のサイ

ロを建設し， さらに1991年と 1992年， 1993年の 3年度にわたって牛乳の出荷割当量を買い足した.そ

の結果， 1985年には 1日あたり 690eであった['11:fL出荷主IJ当量を， 1993年には910eに拡大した. トラ

クターなとごのlJI:flオ授械を92新し 新しし i.JJf:fL施設を導入した.その結果飼養乳牛頭数は150m'ミと以前

とj司様であるが，搾fL'1二は60HT[に明方11した. 1993王i三のネ1111)(入は327千ドルであり，必安経費が257千ド

ルであったので， 70千ドルの純収益となった.このj足場では後継者がおり，積極的な経営で規模を拡

大している.そのさ主権の 1っとしては よく管理nされた比較的大規模な自作地があると考えられる.

また，この経営主と怠子は， 4 Hクラブの[11:話役として，農村の後継者の育成にも努力している.



111 

U 肉牛肥育農場における土地利用と農業経営の変化

トロントの四方約80kmに位遣するG農場は， 1900年に現在の経営主の曾祖父が購入したもので，

to父から父が1949年に経営を引き組iし3だ. 1951年までの 3年間は80haの経営規模で，牧草と大麦，

ノト麦，オート麦を主に栽培し乳牛と肉牛とJl不を飼養していたが，その後肉牛)]巴育に専門化した.

1954年に隊長していた40haを購入し， 1957年と]9701:/三に吉舎を改築・拡大し， ] 970年までに農地の

11音渠排水を完成させた. 1979年にはこの農場の農地は120haで 315頭の肉牛をJl~育していた.この

当時の農場の土地利用をみると，宅地や農道が 2ba，林地が10ha，作付地が108haであり， fF付地に

はアルフアルファ(8 ha)，大麦(l8ha)，小麦 (27ha)，サイレージ用トウモロコシ (55ha)が栽培

されていた(第 81当).原則としてこの農場はトウモロコシを 3年間栽培し 大麦と小麦を 1年間ず

自宅地 1主屋

ロ旭 2 夜舎

図小麦 3 機械時欄ー

臼トウモロコシ ペ平サイロ

国 大 変 5サイロ

oアルファルフ7 6働貯糊

臼林地

Cコ借地

第 8函 G農場の土地利用変化

聞き取り調査と野外観察により作成
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ずつ作付し， 1'1千びトウモロコシを植えるという輪作方式を採用していた.牛の糞)JJ~ はすべて j既 JJ巴とし

て自家の農地に還元されたが，さらに作物によっては 1haあたり 175-475kgの化成肥料が使用され

た

この農場では例年10月初旬に180kg-320kgの重さのヘレフォード種の肉牛をアルバータナH南部や

オンタリオナトiブルース半島の牧j蕩から!!?与入し， 6 -10か月間]舎飼いして， 520kε ほどになった成牛を

トロントヤキッチナーの家畜市場へ出荷することにしていた. 11:1~11ffr の時期は 4 月から 7 月までであっ

た.

1979年には経営主であった父 (57歳)を，グウェルフ大学農学部の学生で、あった三男，すなわち現

在の経営主 (20歳)が手伝って農作業を行っていた.母:(57歳)は看護婦であり，妹 (17歳)は高校

生で、あった.兄 2人と yl!i2人はすでに独立して，この農場には居住していなかった.小麦と大麦， ト

ウモロコシの収穫を外部に委託するほかは，すべてのj誌作業を自家労働力でまかなっていた.

この農場の主要なj農業機械は， トラック]台， トラクター 3台 (105，60， 35馬力)， トウモロコシ

括種機 l 台，牧草刈収機]台，牧草掛i包機 l 台，糞)JJ~-1l:}( :;(ji機 1台，その他トラクターの付属品などで，

1979年の総評価額は830千ドルにのぼった.主要施設としては，吉舎]棟，機械格者側11線，穀物貯

蔵庫 2基，サイロ 4基，水平サイロ 11たがあった(第 4表).このような経営から得られたJ979年の

キlVl文入は314.4千ドルであったが，子午購入費や飼料代，化学肥料代などを含む総必姿経費が253.6千

ドルとなり，結局 2人の労賃に相当する純収益は60.8千ドルであった.

1985年 7月のii甘さ取りによると，経営主は大学を卒業後農業専業となり， 1985年にこの度J坊の

120haの農地のうち40haを7万ドルで父から購入し，共同経営者となった.父は近くのグウェル7TI1

の郊外に住宅を購入し，そこから農場へ通うようになった.また，近くの農地27haを借り，経営規

模を J47haとした. 135haの作付地では，アルフアルファ(5 ha) と大麦(J4ha)，小麦 (24ha)，サ

第 4表 事WIJI1~J _I_ 1 二 JJ己育民家の経営状況(1985 5 1三と 1988 51"-. 1994年の比i絞)

農外就業(11'齢)

ディス'/ 11三9)婆(24):小学校

ブラウ 11 教師

カル-，-ベーター i

ディス'/ 11三りj望号(27)・小学校

プラウ 11 教鮒

カルチベーター i

7口ントエ/ド i三9J妥(33) 小学校

ローダー 11 教的

rイY、'/ I 

プラウ i 

カルチベーター l

e 販売農産物および収支につハて1':'前11σ〉五銭 1lI1き取り部査により作成
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イレージ府トウモロコシ (40113)，実取りトウモロコシ (26113)，大豆 (26h3)が栽培されるようになっ

た. 1980年から1985年までに大豆や実取りトウモロコシなどの換金作物栽培を拡大し，作物からの収

入をより多くしようとする方向に変わっている.その理由の lつは，牛肉価格の低迷であり，この農

場の1984:fi三の出荷頭数も 1979年より 10%少ない280頭になった.経営主は1982年から養鶏を始めたが，

鶏j郊の 1:1~11苛割当量を保保できないので 1985年に至っても 500:J:Jの規模にとどまっている. 1984年の

粗収入は280千ドルで 238千ドルの必要経費を引くと，純収益は42千ドルで， 1979年の純収益の約70%

に減少してしまった

i有-q二ne:育経営の後退はその後も続き， 1988年 8月の聞き取りによると 1984年には215頭の出荷頭数

になってしまった.経営規模は140113となりそのうち20h3が借地であった.牧草(10h3)と大麦(28h3)

小麦 (28h3)，サイレージ用トウモロコシ (20h3)，実取りトウモロコシ (22h3)，大豆 (20h3)と多

種類の作物が栽培され，相変わらず多様な作物が栽培された. 1987年の粗収入は452.4千ドル，必要

経費は3、999千ドルで 純収益は525千ドルであった.

1994i:j三 7月のliPJき取りによると，経営主(34足立)が完全にこの J~ j;坊を ï31 き継ぎ， i番手重期と収穫期jに

は父(71j設)が手伝いに来るようになっていた. LJ:は，子供のi立話をしてくれる.妻(35j夜)はケン

ンブリッジ地区の小学校の教師で、あるが， 1 Elおきに勤務すればよいが，育児と家事に多忙で，農業

は一切行わない.借地が1987年よりもさらに増えて全体で、40haとなり 経営農地面積は160haとなっ

た.このうち作付地は148h3であるが，アルフアルファ(12h3)，大麦 (14h3)，小麦 (54ha)，実取

りトウモロコシ (28h3) 大豆 (40113)が栽培され 一層作物栽培が重視されるようになった.この

農場では1992年に実質的に肉牛JJ巴育を中止し 1992年と 1993年には残りわずかの肉牛を販売したが，

主な販売農作物はトウモロコシと大豆と小麦で、あった.採卵鶏の飼養は相変わらず500:J;J規模で継続

しているが，取引のあった卵の集荷場が閉鎖されたため，近いうちに G農場でも養鶏を中止する予

定である. 1993年の粗収入は1，273千ドルで1987年の 4分の l近くになったが，必要経費も 8分の 1

ほどになり，結局純収益は774千ドルと増加した.この農場は 1994年からこれまでの肉牛Jj~育にかわっ

て，オンタリオ州政府と契約した勺均牛の評価J (Heifer Eval uation Project) を行うことになった.

初年度の1994年は24頭の牛を引き受け，昨年の11月15日から 6)~ 30 日までの間， 28Bごとに体重を測

定し，さらに112日経たところで評価することになっている.

V 養豚農場の土地利用と農業経営の変化

V-1 従来の経営を継続した養豚農場の事例

1 ) M}農場の事例

M農場はトロントの沼南西150km，ロンドンの北45kmに位遣する日本からの移住者によって経営

されている養豚農場である.経営者は京都外国語大学を卒業し，英語を専攻していたこともあってカ

ナダからの観光客のガイドを京都で行っていた.1967年にカナダに移民し 1年間農場で働いたのち，

グウェルフ大学に入学し 2年間のコースを修了した後， 1970年に現在の農場を購入した. -1ヨ:Jl本35頭の

一貫経営から始め， 1979年には75頭の規模にまで拡大した. 1971年に分娩豚舎をつくり， 1976年には
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休患、IJ本舎， 1979年には子IJ本育成IJ不舎を増築した.また， 1973年には機械収納庫をつくった.これらは，

資材Aのみを購入し，経営'者と妻で組み立てた

1980年 2月の11fJき取り調査によると，経営主は36践で，安が34段， 3人の子どもがし Eた.j足業労働

力は経営主と 21í設の男性永年版 j存者 l 人であった.農場HIHFt は 52h3 であり，すべて I~! 己併有地であっ

た(第 5表). 2 h3の宅地と 6haの林j訟をi徐く耕地の1979年の利用をみると，大麦を 10h3，笑11文りト

第 5表 事f'iu養JJ幻誌家の経営状況(1985年と 1994ゴf.のJじ1¥支)
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ウモロコシを34ha栽 し て い た ( 第 91_;61). この

皮:j~Jjでは )j;な!lJ として 4 {l三i汚トウモロコシを栽培し

た後 1年間大麦を栽活'するという輪作万式を採用

していた.年に 2IITIJJ訴の糞!誌とを'):111に散布するため，

化学肥料の使用量はごくわずかであった. ]980年

2 月には繁殖府 i訓示7591'1，若制t )j~ 5ジiJt )J巴育もと

IJ不 (23kgから90kgまでのもの) 229~j'i，離乳子)J不

( l1kgから 23kgまでのもの)， ほ一育子)j本 989J~iのほ

かに 5m~I の雄 IJ不を飼育していた.生後 6 か月で

95kg以上になったところで出荷する.この農場

では年11-¥]:;:r~H:) でほ)J訴は 2.2 1ill出産し， 11m に]0-

11 の子)j試が:;1:.まれるが 無事乳離れするのは 8

-9 iJnである.妊娠する割台が80%程度で、あるの

で， UJ1荷車i数はおおよそ上 100から l‘200ほどで

あった. 1989J'1三の実績ではl、168頭を I:Ei¥Ijした.

ストラットフォードの家畜市場で，オンタ 1)オ・

ポーク・マーケ yテイング・ボードを通じて販うfじ

する. 1979年には)j不と牧草から 114千ドルの粗収

入があり，飼料代や労賃 機械購入費など必嬰経

費を合わせると92千ドルになり，純収益は22千ド

ルにすぎなかった.このj農場の施設としてサイロ

2基と畜舎 2棟，糞j示タンク 3，穀物タンク 2，

機械収納庫 1棟あり 機械装備としてはトラック

2台とトラクタ -4台， トウモロコシ括種機と糞尿散布機，ディスク，プラウ，カルチベーターがそ

れぞれ]台ある. トウモロコシの収穫作業は 隣接する農場に委託している

1985年 9月のIj，'Jき取りによると 経営耕地面積は同じで 大麦14haと実取りトウモロコシ30haを

栽培し，7291:[の旬:}認を飼育していた.1984年の実績ではl、216頭のIJ本を出荷し 181千ドルの収入があっ

たが，機械やサイロを新たに導入したことによって，その返却額が多く，必要経費は214千ドルとなり，

結局33千ドルの赤字経営となってしまった.畜舎やサイ口の能力からして， 110頭から120頭の母)J容を

飼養することができるので 規模拡大をめざすというのがこの当時の呂襟であったが，そのためには

経営主夫婦だけでは労働力が不足するという問題もあった.

1994年になると経営主 (50歳)と姿 (47歳)を，大学生の長男 (20歳)は夏休みに，高校生の二男

(17歳)と三男(15歳)は毎日 1[!寺院jほどずつ豚の給自lj:を手伝うようになった J支持地ITII績は52haと

変わらず， 36ha の実rl~ りトウモロコシと 8 ha の冬小麦を栽培したが，繁殖用 HJ)誌が8591~ に I唱えた.

1986ii三に飼料のミキサーとグラインダーを買しサ呉え， 1989年には放水式のn~H話機， ]993年にilj主トラッ
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1 9 8 5 ~手

1 994年

F-i ヨコ宅地 oトウモロコシ

囚ノト麦 巨コ林地荒地

1 主l室 2 機械J!糊情Z
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6 サイロ
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第10図 11 農場の土地干IJm変化

11丹きJfll.り調査と肝外観察により{乍J&

クと iHi--泊のトラソクを n し \i拠えた.そして分娩JJ0~弁

を1991j.'rに改近した. しかし， )点本(i~な災 ijili や機械

は変わらなかった. 19931，1ミにはi'lI.J以人は196千ドル，

必安経費が106千ドル，そして純収益が90千ドルに

明力11した. JJ認のlll1i+fiがよかったこと， 子どもが成長

し自家労j@))ブjに余力がでてきたことが， *lrrJI::UI~~ll;引!JII

の姿!大iである.

2 ) H JたJ誌の事例

キッチナーの束の郊外に位置する H農場は，

1925年に現在の経営主の1!ilill父が入植して始めた

経常主が父から j支j誌を購入したのが1977年であっ

た.この j長j~}jでは 1968年まで繁舶用 i当:JJ~40m~[程度の

規模のうをJJ幻こ， 35強ほどの乳牛をもっ酪践を組み合

わせていた.そして作付地のほぼ半分で牧草が植え

られ，成りではオート麦と小麦が栽i去されていた

この炭j揚が関与民を中j上し，養JJ互に専業化し， Iヨ:)J不

100~墳の規模になったのは 1977_{1三のことであった.

1978年には新しい吉舎をつくり，機械も新たにlU/J:入

された.

1980年 2月の11，1き取りによると経営主(30;設)と

父 (69)，そして54歳の男性水年雇用者が，この農

場の農業労働者であった.安 (27歳)は近くの小学

校のぎ文仰をしており， ;'長7業には全く従司王しなかった.

父は1977年に息子である現在の経営主に農J揚を売却

し，ケンブリッジに{主むようになったが，ほぼ毎日

農場を手伝し Eに来た.経営農地面積は90haである

が，そのうち 16haは借地であった.第101孟jに示し

たように宅地の周辺にひろがる 74ha の I~I 作地のう

ち， 30 haが林地であり 2haの宅地を除く 42haの

耕地のすべてで実11)(りトウモロコシが栽培されてい

た.借地でも実取りトウモロコシを栽培しており，

すでに10年関連作していた 92R長のi手豚がおり， 1 

3兵あたり 11互!の出産で、平均9.5頭の子JJ本を生み， 160 

日!日j肥育しておおよそ90kgになったところで出荷

される.年間平均2.21.iilの111
1産回数となるが，妊娠
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する{能率カ{80% ほどのため， IJ'I1可 m~i数はがJ} 司 50091:1ほどとなる.このうち約40 妬カ\'[ヨ:)J裂として出荷され，

残りの60%はj有用に出荷される.この炭J坊は一葉経営であり，分娩室，子似の育成室， JJと育室が装備

され，糞j尿も床下におとされ自然の傾斜にそって糞尿タンクに流れ込むようになっている.新型の密

閉型のブルーサイロを 2基そなえているほか，市舎，奨尿タンク，機械収納庫も 1978年に新築したも

のであった.機械装備としては トラック]台とトラクター l台，糞尿散布機とトラクターの付属品

を備えているにすぎず トウモロコシの播種や収穫，施1Je:，除草剤散布などの作業は，約20km離れ

たlJIJの農場に委託している.経営者は機械への過剰投資が，経営状態を悪化させる大きな原因である

と考えている. 1979年には!抵の売却によって180千ドル，実取りトウモロコシの売却によって40千ド

ルの*11.1収入があったが，必要経費も 174千ドルあり，純収益は42千ドルとなった.

1985年になると松作付加積の58haは変わらなかったが，実取りトウモロコシを48haに減らし，

10haで小麦を栽培するようになった(第10図).そして，小麦を 1年間栽培した後， トウモロコシを

4年間栽培することにしさらに窒素分を補給するためにクローバーを小麦のi習に植えた. Iヨ:Jl本の飼

育頭数は100頭となり 年間出荷頭数は1、800ほどになった. 1985年の農業従事者は経営主 (38歳)と

父(72i設)で，そのほかに永年雇用者にかわって，年liJjを通じて 2人の高校生をパートタイムで雇用

するようにした.畜舎に空気調整設備を 2草入したこと， J未をコンクリートからゴムにしたことなどの

変化があったが，基本的に大きくかわらなかった.

1986年にこの農場の南 3kmのところにトヨタ自動車の組立工場がつくられたことが契機となって，
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第11図 C 農場の土地利用変化

j現き取乃調査と野外観察により作成
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もともとキッチナーの郊外で住宅地化ヤー仁業化がj並行しつつある地域ということもあって，この}iサ辺

のJili1111i は 1年ほどのIBiに 2i-/1f以j二にはねあがった.このj長J坊では，市の部分の民地 1411aを1990年に

約]5万ドルで，土地開発業者に')三却し，そのごj-.1出を年IMj1万ドルでf!1ij也し， トウモロコシを栽培ーする

ようになった(第101:21).売却した土j色はjjh1地でもともと 11:.Mlttカ汁lLくかったカ¥'秘めて p.jし】Wl段カf

ついたこと， 1977{j三に父からこの民j誌をH持入した際の1-1N金が残っていたこと， さらに経.~E.はこの年

に /}Mt婚してさまざまな絞p( 1J\'かかったことが，土地売却の!~:I表!である

1994年 7月の1mき取りによると 農業4バft業者は経 j::. (45政)のみであり， )J互の IJ日吉に専念して

いる.作物栽治:はすべて，他の良氏に請け負わせている.そのため， トラ y ク l台， トラクタ-1 t:i 

など，必要最低限の機lirXしか!好有していない. j労カf週末に手伝いにくることになっている. 4411aの

作付地すべてには実取りトウモロコシが舵えられている.繁殖H=]Iヨ:)J示は100l]J'[おり， 1984年の場合と

向じであるが，収入は210千ドルで必要経費が170千ドルであるので， *í~l収益は40千ドルとなった.

1994年の調査Ik):}¥では， )J本!勾の1111i桜も上昇しており， !/1:~い状況ではないが， /}~jt婚したことや様々な農

業灯、外の就業機会があること， 一貫経常の企業(I~で、大規模なうを)J不経営が出現しており，将来の展望が

開けないこと， )ほの1Illi絡の変動が大きく炭場経常が安定しないこと 畜舎や機械や施設の老朽化が進

み，それらを更新する必安があることなどから，近い;将来民業をやめ， il記i践するという希22をもって

いる.

V-2 経常を縮小した去を)j不良j誌の:fjfザIj

C 農場はキッチナーのf!li20kmに位置する. もともとこの民j誌はおおよそ90年前に現在の絃営主の

担LG:の家族が入植したもので，当初の託手?規模は 5ha余りにすぎなかった.そこで40年余り養鶏を

専門にしていたが， 1950年代に父が絞r討するようになって肉牛の肥育を加えるようになった. さらに

1964年lこ40haの農地を購入し，養鶏と!均-'1ニJJ巴育，関与民を組iみ合わせるようになったが， 1970年から

1972年にかけて経1l¥'f:d;1111を整I唱し養)J互に専門化するようになった. 1965年には繁殖月IIヨ:豚は30j;iJ:[ほ

どの規模であった. 1974年に94haの;足場を借地するようになり， 1974年には繁殖j有印:)琢が1600i~[の規

模になった. 1965年以米自作地で、のi~J I=;Jο:平を進め サイロを建設し 1975年から 1976年にかけて畜

舎を新築しぃjjfi:舎を改造した

この12場では1980年 2)=jには16691[[の繁舶用[j:)J不がし Eたが， 1985年 8月には1300Hになり， ] 994年 7

月には1OO~f[ になった.主主件 Jl!lj出fui桔も 1980年と 1985{j三の40haと141haから， 1995:9三には93haになっ

た.ただし ]980年には94haの借地があったも 1のが 1995年には48haとなり 1994.1:1三にはすべて自

作地となった.全体としてみると 経営規模を紺i小した例である

1980年 2月の1mき取りによると，農業労働力は経営'主 (60歳)と妻 (66歳入長男 (31歳)のほか

に32歳の男性の水年以j在者と62歳のリナ1''1:の臨時i雇用者がし 1た.氷年雇用者は!抵のi世話が専1"11で，臨時

雇用者はワータールーにh-Ij住する引退した農民で， ;Hil2011寺間ほど11寺11サ給4.5ドルで作物栽土音や，建物

の維持管理， )J互のw--話の手伝いを行っていた.経営農地面積は140haで，そのうち自作地は自宅周辺

の44haにすぎず， 11/1二 j也 94ha は南東に 5km ほどいった iljí' にまとまっていた.第1l 1~1 に示したように，
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サイロが 3iH五市舎が3棟，糞尿タンク 2恭，機械収納庫 1i東が北西部にi百jまって設けられ，その周

辺の自作地で、は，大豆とトウモロコシ，牧草が栽培されていた.借地のっち20haではミックストグレー

ンが栽倍されたが 姥りの74haでは実llY.りトウモロコシが栽培された.自作地では牧草を 2年栽培

した後，実lWりトウモロコシを 3年栽塙し そして大豆を 2年栽培し，さらに実取りトウモロコシを

3年栽培してから牧草栽暗にもどるといったやや複雑な l愉作方式をとっていた.牧草には糞尿のみ，

実取りトウモロコシとミ y クストグレーンには糞尿と化成肥料がそれぞれ 1ha当り 340kgと480kgが

投入され，大豆には肥料を使用しなかった.1979年には2、200NJiのJJ不を出荷して277千ドルの収益を得，

さらにJi~l辺の 8 つの撲場のトウモロコシと麦類の収穫および 4 つの農場のトウモロコシの植え付けと

防除を詰負い10千ドルの純収益をあげ、た.他方 労賃や借地代 !J~i41t，機械の維持費などを中心に

必要経費は106千ドルであったので，純収益は181千ドルに達した.第 5表に示したように機械も多く

備え，積極的な経営を行っていた. また，糞尿タンクから耕作地に配管:され，それを通って散布され

るようになっていた.

1981年には長男が経営を引き継ぐことになった.そして隣接する47ha の農j~JJ を 1983年に JWlf入して

自作j也を拡大した(第 1 1[~]) • 1985年 5月の開き取りによると農業労働力は新しい経営主 (37歳)と

妻 (30歳)，それに]人の永年雇用者と 2人の臨時雇用者である.農業労働力が減少した分，養豚の

規模を母:Jl本130に縮小した.農地では牧草，オート麦，大麦， ミックスストグレーン，実取りトウモ

ロコシ，大豆なとご多様な作物を栽培した.それでも飼料代金が必姿経費のおおよそ28%を占め， これ

に労貨の11%が続いていた. 1983年頃はJl不の1Il1i絡が低迷していたころであるが それでも C農場で

は85千ドルの純収益をあげ、ることができた.

1983年ころから農地を購入するとともに借地を増し経営を拡大してきたが，仕事が余りにも多すぎ

ること，その反@，農業労働力を硲保するのが12D難になってきたことから， 1986年から繁殖用母)J玄の

規模を縮小し，経営耕地も自作地に限るようになり，不足する分を購入飼料で賄うように経営転換す

ることにした.自作地は粘土質土壌のためトウモロコシ栽培に適さず， 1992年にトウモロコシ栽培を

中止し，それ以降大豆や麦類を拡大している.この農場では，牧草を栽培した後に小麦もしくは大麦，

さらにミ y クストグレーン 大豆 そして牧草といったように，綿密な輪作をするようになった.肥

料も主として糞尿やシュガービートの絞りかすなどを使用し化学肥料をなるべく抑えるようにして

いる.さらに，生活自体を楽しむようにし夏には雇用労働者に農作業をまかせて1週間から10日程

度家族で旅行することにした.一方では購入した隣張農場の排水設備を1984年から整えたり，畜舎を

改造したりして，農場自体の改善をはかった. 1994年 7月の開き取りによると，現在の経営主 (46歳)

と妻(39~茂)， I臨時雇用者2人で'110頭の母Jl本を飼養し， 1800頭(そのうち325頭は繁殖用)程度の)J本を

出荷している.収入は335千ドルで，必要経費は242千ドル，そして純収益は93千ドルとなった.

この農場では，規模を縮小して適正な労働時間で，それなりの純収益を{確保できるように工夫して

いる.その基盤は，整備された広い自作地によって，かなりの飼料がまかなうことができ，かつ自家

労働力を主体としている点にある.
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第12図 Ewi史j誌の土地利用変化

111Jき取り調査と好外観察により作成

V-3 経常をi!日興した養Jl本j長j坊の事官Ij

1 ) Ew J長j誌のヰ{例

かつての養豚は， 1つの農場;I}すでi夫Jq二Jl巴脊と紛争

み合わせられることが多かった.そのため，民業

センサスに示された農業経営~JllJ;~!lJIJ統;汁で、も，養

JJ訴と i勾'1二)J巴育が1971年まで分離されていなかっ

た. E w Jl，~ j~/j はそのよつなが日である. 1980年 1月

の11l'lき取りによると，経営主は34政で1974年に父

からどlOhaのこの炭j誌をりうけた. 1979年には

第 121叫にええした宅地のJi!iJ 辺の I~I 作地のほかに

2811aのおれ也をfifりて， アルフアルファとトウモ

ロコシを栽tきしていた.この農場はトロントのjiL

TLti90kmに位註する小中心地ファーガスの郊外に

ある. 1850年代にこの地域一品:が開発されたが，

この民J易にはそれ以来同一家族が住み， JJLitの経

営主で 5代目でで、ある.1973年に←古i占占主主-い畜舎を改造し，

]叩98別O年のi開昔謁!き:取i収文 りi時l~問待:1寺主!5ι千1打}点i

た. 1975年に肉牛.JJ巴育H:Jの吉舎を建て， 1979年に

はそれを増築した.さらに1970年に 2基， 1975年

に l基，そして1978年に l基の新型の気密サイロを導入し，最も新しいものはサイレージ用，他は穀

物を!自立していた.この外に1979年には直径18.6m，?奈さ5.4mのFLJ形の豚の糞尿タンクがつくられた.

1979年における自作地の土地利用は第 12[~J に示した通りである. 2 haの宅地の外は， 18haにアル

フアルファ 20haにサイレージ用トウモロコシが栽培されていた.借地にはサイレージ用のトウモ

ロコシ12haとアルフアルファが30ha栽培されている. il命作方式としては，基本I~I<J にアルフアルファ

を6年栽倍した後トウモロコシを 3年栽培し 再びアルフアルファを植えることにしている. 1980年

]月には 20091:1の繁殖用 i訓示と約 1 司 5009i'îの肥育豚，そして300頭の肉牛がし 1 た.子JJ不は約 10か月間 JJ~

育され，約100kgまで成長させて出荷される. I勾よj二は約270kgのものを購入し， 8か月間JJ巴脊され，

約520kgまでに出荷される. 1979年にはこの農場で，約3、000頭の肉JJ訴と249頭の肉牛が出荷された.

1980年の場合農業従事者は経営主と54)設の水年雇用者 l人で，妻は美容師で農業にはまったく従事

しなかった.雇人はこのj長#%内のモーピ、ルハウスにJ~5fl し，主として家畜の世話をしていた.所有機

械をみると， トラ yク2台 トラクタ -2台，牧草収穫機，ディスクとカルチベーターとプラウ各 1

台など，他の皮J誌と基本的に違っていないが，テラゲータと呼ばれる大型の糞尿散布機を所有してい

ることがj主目された.これは 1979年に 10万ドルで購入された350.l~~力のもので タンクの容量は約 2

万 tである.糞尿タンクには年1101]2，300k eの糞尿がたまり，これは220haの耕地に散布する量に相当

する.そこでこのi支場では化学肥料を全く使用していなかった.経営主はテラゲーターによって他の
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j足場の糞尿も集め，糞尿IH{1fiの話Ij業を行っていた. 1979年には約30のj:む坊の奨);五日立イj'iによって. 27千

ドルの11又入を得た

この農場の1978年の炭業収入は肉牛と JJ訴から504千ドル，必、安経費はj勾午の購入費や飼料費，機械

経費，労賃などが大きくあわせると475千ドルに達し，純収益は29千ドルにすぎなかった.この農場

の経営!この問題点は • J農地i面積が家王子数に比べて狭小であり，飼料の自給率が低いことであった.そ

の当時の家畜数を維持するためには320haの耕地が必要となり それを耕作するにはさらに 2人の労

働力が不可欠であった.そのため肉牛)J担育経営を縮小することを1980年 1月のi時点では経営者は考え

ていた

ところがこの農場は1980年 5月に火事によって豚の畜舎と豚を失ってしまうという不慮の事故に

あった.それまで多くの新規投資をしてきたこともあって 経営的に苦境にたち，テラゲーターと新

型の密閉サイロ 1基が債権者の銀行によって没収されてしまうことになった.そして銀行の管理下で

経営を続けることになった.その後日本の側格が相対的によかったこともあって. 3年後には再び銀行

の管坦!下から離れることができた. 19851:1三8月のI1FJき取りによると，経営規模は自作地だけの40ha

になり，そこで 6haのアルフアルファと32haの実取りトウモロコシを栽培するようになっていた.

肉牛は66m~tに縮小し， そのカか、わり繁殖用母!豚!斥手を12鉛O頭まで、;拡j広よ大して， 養j豚j琢不中 d心L心、の経営営'にi転i転去引J換4央さしていた.

労{働動力をやとわず

て必必、要経費が172干ドルにも達し 2お8千ドルの赤字となつてしまい f依衣?然?件ド、として経j済斉的苦;境境が続いて

し3た.

1988年 7月にも開き取りに立ち寄ったが，このi時点までに経済的に完全に回復し. 1986年に肉牛Jit::

育を中JJ二し. 130顕の繁殖用母豚を飼育する養豚経営に転換していた. 1987年には養Jl不用の畜舎を新

築し. 125}お力のトラクターも購入するようになった.この時点でもこの農場では経営耕地面積が小

さいため，約80%の飼料を燐入しなければならないことであり，これが経営を圧迫していた.

さらに1994年 7月の開き取りによると，経営主は49i設になり. 35歳の男性を臨時に雇用して. 100 

頭の繁殖用母JJ手をもっ養豚を中心とした農業経営を行っていた.経営面積は自作地の40haであり，

牧草 3haと実取りトウモロコシを35ha栽培していた. 1991年からやぎの飼育を始め， 1t~1 人的に販売

したり，キッチナーのストックヤードへ出荷したりして， 1993年には 5千ドルの収入を得た.さらに

1994年からエミューの飼育を始めた.初年度であるので 7;J~ を試験的に飼育していた.エミューは肉

も，皮も， ;J~ も高く売れるということで，経営主は大きな期待を抱いているようであった. 1993年の

収入は豚から245千ドルにやぎからの 5千ドルをあわせ250千ドルであり 必要経費は174千ドルに留

まったため76千ドルの純収益があった.必要経費のうちの69% にあたる 120千ドルが伊~;f4購入費であ

り，このj農場では依然として古くからの課題が解決されていなかった.現在のところ豚肉の価絡も悪

くないが，すでに述べたように近年南オンタリオにも 10万頭の繁殖用母JJ本をもっ大規模な企業的養豚

経営が出現し，経営主は将来に不安をおぼえるようになった. きばっとも思えるような新しい経営部

門を模索するのも，その現れのようである.
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2 ) 1く炭:J~tJjの事例

この養}採決坊はキッチナーの同fNTJ~30k I11にある.経J討主の!ヨ:方の祖父が]9101:1三に購入したj足場で

あり， 1958年に経営主カf父から jえ j誌を引き紺;し 1 だ l伝子には 10 !Jft の Ii):)j~， 500:j:Jの J采mn(.~ ， 40から 60~n

の肉牛を飼養し， ミックストグレーンと小麦・大麦，牧草を~Ohaの自作地で栽指していた. 1968年

にほ:似を 50~Ji にし 密閉サイロを建設し，実取りトウモロコシを栽培しはじめた. 1971年には10ha，

1977年には8haの民地を購入した. さらに糞)示タンクをj也下にっくり，機械11文京IJ1肢をつくった.1979 

年の経営規模は98haの農地で， 65如の Ii): JJ~ と 5091' i の肉 -q二を鈍うをしていた.耕地では主に実収りトウ

モロコシを栽指していた.この当時は135千ドルの収入で， 69千ドルの必要経裂'があり， 66千ドルの

純収訴をあげていた.農業労働力は LIl~荷主 (44N長)と安(~] j設)，父 (69歳)そして臨時雇用者 (60段)

]人であった. この民場も収益性の!11Sさから， ] 983年に肉牛JJ己育を中 i上して， さらにJJ示内の1oli1各の変

動も激しいので，繁殖FIl Iヨ:豚の飼うをによる -FI経J討を中止し子JJ不を購入してH日育する経営に m:;:;1t~ し

てしまった.そして1984年の実績では iiHif主 (49t長)と安 (46歳)が農業に従事し， 850]J~i の JJ本を JJB

育し，さらに500羽の採!JI'J鵡とトウモロコシ販売から13]千ドルの料収入をあげたが，経費を差し引く

と，わす、かに30千ドルが純純収益であった.このj長場は199]年に養)j本を中止し 24haを貸付，残り

の20haの農地でソト麦とアルフアルファを栽培している.経営主は58歳 妻は55歳とそれほどの年齢

ではないが， J万j辺で、大規模な養Jj不良j誌の，l:b#1やJl不の1111i格の不安定さと低さに見切りをつけ，実質的に

は農業を引退しいままでの蓄えと穀物からのわずかな収入によって自由な生活を楽しんでいる~

の農場には後継者はいなく，いずれはi史地を売却する予定である

¥lI 南オンタリオ農業の変化とその持続的性格

Vl-1 近年における南オンタリオ農業の変化

1 )家族農業の継続

オンタリオ州の農場数は191H:t己の終りに最高を記録して以来，一真して減少している.特に1950年

代や1960年代には平均して毎年 37)の農場が消滅するほどの勢いで減少した. 1970年代から1980年代

になると減少の速度は鈍化し， 1 11三に 1万程度の農場減少になった(第 6表).農業センサスによる

と1991年のオンタリオ州の農場数は68.7千で 最も農場が多かった1881年の 3分の lになってしまっ

た.農地面積は]941年に9‘060干 haとなり史上最高を記録したが これも 1961年には7‘518.4千 haと

なりさらに1971年には6460.0干ha そして 1991年には5、451.4千 haと1941年の60%になってしまっ

た.農地面積の減少率は農J坊の減少率ほど大きくなかったので， 1農場当りの農地問積は着実に増加し，

1991年には79，5haとなった. しかし， J農場に住む人口は1991年には220.3子にすぎず，全体のわず、か

2.2%という j犬況である.

このような状況のなかで存続しているj長坊は，事例農場でもわかるように，実質的には家族農場が

大部分を，~î めている.これらの農場では，数世代RíTからの農j誌を受け継ぎ，経営主や妻，息子が農業

労働に従事し，雇用労働力をなるべく少なくして収益をあげるように努力している. 1991年の農業セ

ンサスによると，市オンタリオの65、725の農場のうち法人組織の農場は5，769であり，全体の8.8話に
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第 6表 オンタリオ農業の変化

1941年 ] 95111": ] 961 iT: 1971iド 1976i下 1981年 1986i[ミ 19911下

技場数(千) 178.2 149.2 12].2 94.7 88.8 82.4 72.7 68.6 

農地 mifi'i(千hal 9、060.] 8.449.9 7，518.!J 6，460.0 6司 261.7 6.039.2 5.646.6 5‘451.4 

作i.J-J世[(iim(千ha) 3.748.0 3.498.6 3.233.6 3、179.1 3‘506.9 3，632.7 3.458.0 3‘411.7 

:;-I~ .tり W~J詰 ílll fft (ha) 51.0 56.3 61.9 68.0 70.5 73.2 77.7 79.5 

平均改良 ;)~Jilifüï Hi (ha) 30.4 34.4 40.1 46.5 50.4 54.6 56.3 56.3 

;1!1: J詩人仁1(千) 704.4 702.8 524.5 391. 7 341.1 288.7 232.8 220.3 

j;ミJJjj人口ヰ':(%) 18.6 15.3 8.4 5.1 4.1 3.3 2.6 2.2 

Census of Canada により{乍1&

すぎなかった. しかも 60%近い会社は家族会社で、あった.事例としてあげた離農農場や養豚農場の推

移をみると，経営主と息子の共同経営，そして怠子による経営の継承 その後の父親の協力という過

程がうまくいった農場ほど，安定した経営を継続してきた.酪農から作物農業に転換した D農場の

ように父親が死亡した場合や，養JJ本を lや1IこしたKI禁場のように後継者のいないj是場は，従来の農業経

営を継続することがl君主if:である.このようなの農地を，近年大規模な農事企業や土地開発業者，さら

にはドイツやギリシャ， オランダなどのタト白人カ司借入する司王例カq旨えてきている

家族を中心に経営されているため，南オンタリオの農場には雇用労働者が少ない. 1991年の農業セ

ンサスによっても， 1年を通じて労働者を雇用している農ー場は9司 961で，全体の15%にすぎず，季節

約に労働者を震用する農場も，全体の33%にすぎない.それぞれの農j坊では 自家労働力を十分に活

用するために，様々な農作業を組み合わせたり，農外就業を行ったりしている.ここで取り上げた10

の事例農場の半数が，農外就業からなんらかの収入を得ている.特に経営主の妻が，教師や看護婦，

美容師， jiE員などに就くことが多い.

2 )土地利用の多様化

1940年頃までの南オンタ 1)オの主要作物の作付面積をみると，牧草とオート麦 そしてミックスト

グレーンがほぼ3分の 1ずつを占めていたが，これらがしミずれも 1960年代から急激に減少し，これに

代わって実取りトウモロコシ増加した.実取りトウモロコシの拡大の契機は 南オンタリオの短くて

冷涼な夏に適し，高い収量をあげることのできるハイブリッド種が導入されたためであった17)実

取りトウモロコシは家畜の飼料として， 11文量の閣においても生産費の面においても，他の作物にまさっ

ていた.ところが， 198]年からこの実11文りトウモロコシ栽培面積が 減少・停滞するようになった.

それとともに，大豆の栽培部積が急速に拡大した.麦類の中では栽培しやすく，収量の多い大麦が

1980年代からのびてきた.また，牧草の減少傾向にも歯止めがかかった(第13図).事例農場の土地

利用からもわかるように最近ミックスグレーンやオート麦を再び栽培する農場もみられるように

なった.大豆栽培の拡大についてはすでに述べたように新品撞の開発や高価格，そして輪作作物と

して都合がよいことなどがあげられ，実取りトウモロコシの過剰生産にともなう価格の下落にとも

なって南オンタリオに普及したと考えられる.このようにしてみると， 1980年ころまでの土地利用の
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1921 1941 1961 

集約化という傾向は， 1長近やや変化してきて

おり， 13 Jl立場でみたように土地利用の多様化

と輪{乍ブj式の {I先立:により民地の継~:'i'éIY] 手IJFFJ を

はかろうとする傾向がみられるようになって

きたと考えられる

3 )すi 部I"JのJilif立の11ま下

l'(;jオンタリオのJFlJ坊の多くは， J支 fr:~却を栽

j長し，それをおiJ料として家主iをし，帯広

物のH反うどによって1[;.(誌を得ている. 199111三の

従業センサスによると1おオンタリオの主主iJJ2

:菜類型の54.7%が市産物の!坂完炭j坊であり，

農産物版売額全体IIjめるまi産物の割合も 62%

を!日めた.事例法坊でみたようにそれぞれの

市産農J坊では，飼料をできるだけ自らのj支j誌

で生産することをめざしている. Ew J支j坊の

ように経営↓Jj:3ili li!i Ti!fカ斗夫く ¥¥1Ii入飼料に依存す

る割合の高しリ足場ほとごlIXJni:tl:が低いように忠

われる.逆に BJ支J品のように耕地雨Tl~ が大

きいブiが安定した経営ができるようである

第13図 オンタリオ JH における主要民~r物 t!(Ji'iHlifrtの tfí:移 また， I'nオンタリオでは糞j示の処月Hと購入)J世

Cellsus of Canaclaにより作成 料の節約，そして地力の維持のために，牛や

)j~の糞 J;J(が農地に還元されている.このよう

に，基本的には混合農業によって特徴づけられるのが，砕けーンタ 1)オの農業である

しかし D農場の例でみたように，近年斉産農場の地位が低下し，作物農業に専IIIJ化する例が増加

してきた.第 2表にみられるように1961年と 1991年を比較すると，胎農民J坊は全{本の28.5%から15.8%

に， 1勾 !_jニ JJ巴育もしくは養Jl~を行う撲j:易は4 1. 7 妬から 33.2% に，そして養鶏農場は4.1% から 2.6% にか衣

少してしまった. 1960年代までオンタリオナト!の農産物販売額の80% 近くが若干産物で、，~î められていたも

のが， 1991年には60%ほどになってしまった.当然のことながら，存続した農j誌は規模を拡大し，効

率的な生産を実現できたものである.第 7表をみると， 1勾午Jj巴育農場も酪農民j揚も予言Jl不良j坊も 1960年

代と 1970年代には規模拡大カて若しかった. しかし，司王例民j坊におけるここ15年間のity{向をみると，規

模の拡大傾向はそれほど若しくなかった.そのことが第 7表からも読み取ることができ， 1980年第後

半から規模J広大の{頃向は，急速に鈍化した

経営の専rll]1ヒもまた市オンタリオj芝業の傾向を示すものとされてきた.第 8表をみると 1951年には

オンタリオナ1'1 の全農場の7 1. 2% がMJf~ を行い， 62.4% がう邸玄に従~j手し 68.9泌が養鳴を行ってきた.

!_j二の飼養農j坊を含めると， この 4 つの斉産 I~I) III-J に関わっていた炭j~奇数は， 211.9%になる.これはす
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第 7表 オンタ J) オイ 1'1 の市産出場におけるれIl;~・規模のiJl、大

1951年 1961年 1971il": 1976ir 1981il:: 1986年 1991 iF-

!均 q=，780tl以上飼育 Jl!tJ詰 1，095 4，750 10，202 12.645 12，209 10‘476 9，957 

(0，9) (5，0) (15，9) (22，2) (25，7) (26，4 ) (28，0) 

乳牛48l}utJ、i二飼育波j劫 242 1 ，127 2，898 4，016 3，568 3，138 3.265 
(0，2) (1，5) (8，3) (17，1) (20，2) (22，4 ) (28，0) 

JJ手7801'[以!こ飼育出場 1，720 1. ]01 8， ]68 5、8]5 7，802 6，758 5.350 

(1. 8) (7，3) (26，6) (31. 2) (42，4) (52，3) (56，7) 

( )内はそれぞれの部門の全j足場数に IL-jめる百分率 Census of Canacla により{乍JD<:

第 8表 オンタl)コ1岨ナH における?草花氏場数と全農場に占める j~IJ 合

19511F 196111ミ i19711F 1976ir 1981il:_ l州三| 199] il": 

:rL '-1二以外の 14‘272 22‘162 29、878 29，176 29.878 25‘622 23.940 

'1二例主主 Jl!tJ詰 ( 9，4) (18，3) (30，9) (33，2) (36，2) (35.1 ) (34.9) 

内在 JI~ 15211と1 JJ]j 106、087 72.819 35、053 22、595 17‘637 14.025 11‘644 
(7] .2) (60.0) (37.0) (25.4 ) (21. 4 ) (]9.2) (17.0 ) 

ずξ 11不 11321£ 1 j長j 93.564 56.378 30‘626 18‘622 18.415 12.933 9.429 

(62.4 ) (16.5) (32.3) (20.9) (22.3) (17.7 )  (13.7 )  

j;jz 1t氏tt， 五ι分Eil 103.348 60，342 22.236 20‘629 20.675 13.936 11.22] 

(68.9) (49.7) (23.5) (23.2) (25.1 ) (] 9.1) (16.3) 

耳:芯 13長11正1 JJ/J 中5どy. 149.920 ]2] .333 94.722 88.801 82‘448 72、713 68.633 

Census of Canacla により作J&

なわち，平均するとそれぞれの農場が 2つの畜産部門を行っていたことを意味する. 1960年代と 1970

年代に急速に専門化が進み. 1976年には合計で102.7%となり， 1991年には8l.9%になってしまった

4 ) l!)Ul主性の低迷

10の事例農場の粗収入と必要経費，そして純収益を示したが， 1984年と 1993年を比較すると， 6つ

のj足場で減少し，増加したのは 4つの農場にすぎなかった.必要経費については， 5つの農場で減少

し， 4つの農場で増加している.そして純収益については， 7つの農場で増え， 3つの農場で減少し

た.このようにみると 収入が減少した農場では 経費を切り詰めて，収益をあげていることがわか

る. また，粗収入が地力11した農場の多くでは，必要経費も増え，純収益も増えているものが多い.こ

れらは，積極的な経営をおこなっているものが多い. しかし事例農場の実態からみる限り全体とし

て南オンタリオj業業の収益性は低迷しているといってよい.

オンタリオ州の農業経営者の税金の申告に基づく所得内容をみると， 1975年には総所得11，019ドル

のうち， 25.7%にあたる2，834ドルが農業所得であったものが， 1980年には総所得目、271ドルのうち

14.2%の2，170ドルが農業所得になってしまった. 1990年には総農場所得31，938ドルのうちわずか

7.3% の2 ， 528 ドルが農業からのものであった.税金の申告のためのものであるので，農業収入がJJ~実
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よりははるかに低く見おられていると考えられるが，それでもここ 15年近くほとんど農業所得が地加

しておらず，従外就業所得の増加によってj先場収入がかろうじて l:-J'lしていることがわかる.

農業所得が{ljlび悩んでいるのは，民);(物{illi裕の低迷にふjして，必、t::経費が上昇していることが大き

なHj[1天!と考えられる. 1960年代から市オンタリオ jた業の機械化が急速に進み，司王f州支j誌でもみたよう

に1970年代には全ての炭坊にほぼ主裂機械がし 1きわたった.その結果， Jl1~j坊当りの機械許111\i額が，

19711iミには9‘396ドルにすぎなかったものカ'" 198111ミにはれ‘992ドルと4.5{t'lfになり， さらに]991.1'1三に

は64、993ドルと 6.91去になった.泊費者物価指数の{rjlびと比較すると，はるかに機械装備や建物や土

地を合めた総装備の 1-'昇平がおし 1ことがわかる(第 9表). また，必要経費についても労賃と燃料費，

肥料費，薬剤費，機械fif料が特にj二←デトが若しい.

第 9表 オンタ 1)オナHのj足場における主要必要経費と装備評価額

(ドル)

1971:fj-: 1981:¥j三 1986:\~三 1991 :¥1三

j也 半i ]‘312( 1.0) 4，163(3.2) 5，957(4.5) 7.475 (5.7) 

ヲi イ民岳 3電 125( 1. 0) 9、869(3.2) 14，391(4.6) 23.000 (7.4 ) 

1 J箆j1古当りの
燃 ギl 1主 657(1.0) 2‘772(4.2) 5，019(7.6) 7、146 (]0.9) 

)J~ 半:1 ?そ 870( 1.0) 4‘424 (5.1 ) 5，677(6.5) 6.094 (7.6) 
主要支出

0;干;、z 斉IJ 費 400( 1.0) 1.939(4.8) 3，169(7.9) 4，147 (10.4) 

長司 半:1・ 3、304(1. 0) 13，212(4.0) 15 ， 541( 4 . 7) 18，378 (5.6) 

機械借料 548( 1. 0) 1， 892( 3.5) 2‘953(5.4) 4，175 (7.6) 

] J1~ 場当りの装備総評価額 72，819(1.0) 379，429(5.2) 326，450(4.5) 593，048 (8. 1 ) 

1 I!!~ j詰当りの機保評価安f[ 9，396(1.0) 41，992(4.5) 50司827(5.4) 64司993(6.9)

がj 費 者物 {llIi 数 l 100.0 236.7 313.4 418.2 

( ) F"Jは1971ir=.を1.0とした1i({

Census of CanaclaおよびAgriculturalStatistics for Ontarioによりイ'lo}iX:

5 )農業環境の変化

現在の南オンタリオ農民は，今後の政府の方針の変化によっては，農業存続の基盤が危うくなると

いう厳しい現実に直而している.百おI誌を例にとると， 1988年に結ばれたカナダとアメリカ合衆留の自

由貿易協定，それに続くメキシコも含む北米自由貿易協定などの締結， さらにアメリカ合衆国によっ

て GATTの11条 2項 (C)の廃止提案がなされていることによって，カナダはこれまで供給管理を行っ

てきた輸入数制限を撤廃しなければならない危機におちいっている.これにともない，マーケッテイ

ング・ボードの出荷害IJ当システムによって経営の安定が図られてきた酪農や養鶏への影響が危倶され

ている.オンタリオ・ミルク・マーッケッテイング・ボードで、の開き耳文りによると，アイスクリーム

とヨーグルトに関しては影響があるが， ['11乳については現在のところj宗家iJな影響がないとのことで

あった.アメリカ合衆国が農業への補助金をやめれば オンタリオの酪農も十分競合できるという見

解であった. しか し農民の中には乳牛 1頭のための出符割当量 (Quota)を購入するには 1万ドル
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も必要とする状況のなかで 価格の?認し三内にそれを売却しようという傾向がみられる.

者ISl'li化の進行も農業存続に大きな影響を与えている.都市近郊では工場敷地や住宅地の拡大，道路

志向の整備などによって，直張的に農地が多く消滅している. また，都市住民が農村部に居住し，そこ

から通勤する例も増加している.特にトロントからに延びる高速道路の401号線やトロントからナ

イヤガラ半島に主るクイーン・エリザベス・ウェイなどの沿線ではその影響が著しい.さらに，地価

の高騰によってf実地を売却し それを投資したり貯蓄したほうが利益が多いとう状況がでてきた.

1990年頃が地{i!lI上昇のピークであり，その後やや鎮静化してきたが，それでも農地を売却する農民が

多い.

Vl-2 南オンタ 1)オ農業の持続的性格

最初に述べたように，持続的農業とは環境を保全しながら十分な食料を供給し， しかも生産者が安

定した経済的・社会的利益を受けるような方向をもつものである i有オンタリオでは家族農場が卓越

しこれが農業の継続性・持続性に大きくかかわってきた.後継者が育成され，うまく農場経営が引

き継がれた場合には，安定した経営がなされる傾向が強い. B農場が行っているように， 4 Hクラブ

の活動を通して若い!止代に農業の重要性を理解させようというのも 持続的農業を呂指す重要な試み

で、ある.

また，南オンタリオでは就業機会に恵まれていることもあって，農場の経営者自身も家族も農外就

業に多く就いている.このような就業の多様化が，収入の安定化をもたらし，これが農業の継続性に

つながっていくと忠われる.

さらに南オンタリオでは混合農業の伝統がし Iまだに指円、が これが持続的農業実現の]つの手がか

りである.自分の農場で飼料を生産し，それを家畜に与える.そして畜産物を出荷し収入を得，さら

に家畜の排11B物を農地に還元肥料とする.このような閉じた生態系が農業の持続性にとって重要であ

る.また，作物を多様化し，輪作方式を確立することが，農地の長期わたる継続的使用と化学肥料，と

薬剤の消費を抑える1つの方策である. 1970年代から1980年代にかけてみられた作物の単一化の傾向

が， 1980年代後半から多様化の方向に転換したことは，持続性を自指す 1つの兆候とみなすことがで

きるかもしれなし¥

1950年代から1970年代にかけて，南オンタリオの農民は農場の施設と機械に多くの投資をし，近代

化をはかつてきた.ところが事例農家でみる限り最近10年ほど農場への投資が減少する傾向にある

ように思われる.機械化・化学イヒの過信，生産性向上第一主義のかつての農民の姿勢から，効率を下

げても生活の質を尊重する傾向が強まっているようである.雇用労働者にまかせて，週末は休養をとっ

たり，夏季には長期の休1111をとって家族で旅行するなどの農民が増えている.

持続的農業実現にあたって重要なことはは，農業経営者がそれなりの収益を確保できるかどうかと

いうことである.この点については事例調査からも統計分析からも 現在の南オンタリオではかなり

困難な問題であることがわかった.農産物価格の低迷と必要経費の上昇が恒常的に続く現状では，行

政1WJが現在以上の方策を講じる必要があるかもしれない.
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w むすび

この字li行では、 I~íi J.たJJ!1:J必と!夫J'I二)JとITJ1~JJ)j と養 JJ手民j誌を:'jf.例として，その:1.:.地平IJj干!と民業経のif主移

を検iH今することによって， iHオンタリオ 12業の11立近における変化をIVJかにし， そのi仁中-千十ヤ!トド苧-1にみられる品持:*続‘£ 完

(的i内ワt民ミ 1業t2-発j民j止兵、{のん宇1ドiドilJけ'1↑件l'ド、ヅ/

i上:げ，それぞれの民坊を 1980年冬と 198511ミ辺と]991年史の 3Ililにわたって 1;別交し，そのあ1i栄をltl絞し

た. さらにj羽1見lυj地血でで、の仕裕縦j見1Z祭ミや'(行'cJバi:やJ山iれ:汁i計祁砧前i日沿訂i:Jな;りfえ主部初:11イ介?な とど
Jでで、のi山i1市;日iきi取i収Xり札， J既!史先千存j長三のf:あが:ウJιjjF

そのtあ討結ij主iti;来;記長:ミ:， THオンタリオーでは正木!切には家政れ?;;'が続いているが， それでも大品目、誌な企業!竹中?討が

みられるようになり，近年それらや←1-_地1m発会社，外出入による民地の購入が進んでいる.家紋経?:?

のもとでは、粁il;;~' _~t~ と主;と心、 j仁が主張な労働力であり，それらを十分活用できるように炭作;支や民外

就業がキ1I.みfTわせられている.土地平IJFFJの1(liで、は牧 1¥:(やオート友， ミックストグレーンの減少と尖取

りトウモロコシのJNJJIIという傾向にj'fiJI'_めがかかり，近年大江や大友などもWiJJl1し{乍物の多様化の傾

向にある. また， M {t J}!l.;，sがi釘オンタ 1)オの )l~本であることには変りがないが，市 Jl王子市 I"J の地{立のir\:

下ftfflílJ がみられる.そして， tZ業JIY入はここ 15 il三の 11\j十分にのびず，必嬰経費を ìlí lJ iJ，~することによっ

て， JIY益をll:.みHIIしている.市オンタリオ良企業が抱える 11立大の!!!日記は， アメリカ合衆国からの貿易自

111化のHてJJによって，民:来:の;1手米を不安促するJJ.1l己がJVIJJIIしていることである

ここ ]5年 I I\ J の JJさ j坊の{fí~ f多の i十i に、 jJ2業の r.~:+)é.性に.通ずるいくつかの斐去がみられた.それは家政it，

;長の継続，就業の多様化，土地利用の多t，Yd仁社i介従業のによるイliil 々の 12場内の I~'j じた物 f刊!fO業

の実JJL，化年:I'I<J. {tf'n(l~ .平IJil'I!J追究の民民の姿勢から/1:_めの伐を催先する安勢へのijii;換などである.

しかし このような'20玄が発反するには， JY;業からのJ!Y五五が， iむの抗出mWJと戸jじ校jLi:の水Jffで{qlび

る必~があり，この点

本1iJI:ヲどを1J"うにあたって. カナダ， グウェルフ jぷtJ也J'H':;':教主の/¥.E. Joseph +. U:， P. D. I<ecldic 教J受， 13 

Slllit;校J2. ド Dhallls 教Y2 にお I": ， iifj( こな 1) 、さらに多くの出場経'!I;i，'おーやマーケ y テイング・;);ード，従業員A.~J史 JJ)j ，
従業改 Hììí(.;え lijî' の )J 々のWJ)) を r; た.筑波大学の)守J以 fll 人以日にW.~Iズi を Hdif!した. ，ui;J交のためのiJ(JlJ {ムカナ

ダ政J{.fによる仁川λclianSlllcliωFaclIlty I<e日earchGranl 199~ (199~1r:.j主カナダliJI 究 II'IJ~X: UJJ)& 余)によった.以

上を:記してj宗く!ふ到する
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Sustainable Development of Agriculture in Southern Ontario 

Akira TABA YASHI 

A rapid increωe in agricultural procluction of aclvancecl countries since the 1960s has lecl to 

the farm-size expansion， capital intensification， increased specialization， clependence on non-

renewable resources and the marginalization of smaller units at the expense of resource and en-

vironment. In such circumstances， a sustainable development of agriculture ancl the stability of 

rural communities became most often cliscussecl in North America ancl ¥Nestern Europe in the 

1980s. Accorcling to J. Pierce (1992)， a sllstainable foocl-proclllction system is clefinecl as an agri-

foocl sector that over the 10時 -termcan simultaneously: (1) maintain 01' e山 ancee川 ironme此al

quality， (2) provicle aclequate economic ancl social rewarcls to al1 inclivicluals ancl firms in the pro-

cluction system; ancl (3) produce a sufficient ancl accessible foocl supply. The objective of this pap-

er is to depict recent changes in a griculture and to exemplify a sustainable agriculture in south-

ern Ontario mainly basecl on the examination of sample farms 

Southern Ontario is a peninsula shapecl region bounclecl by Lake Huron， Lake Erie， Lake 

Ontario ancl Ottawa Eivers， Since southern Ontario has the most favorable combination of en-

vironmental and marketing aclvantages， it enjoys various types of highly procluctive agriculture. 
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Since the encl of Worlcl War 11 the most operations of farms in southern Ontario have become 

mure specializecl 

Four clairy farms. a beef cattle farm. ancl five hog farms were chosen to be examinecl as sam-

ples. Procluction of livestock uccupies a central place in the agriculture of southern Ontario ancl 

much of the crop procluction is for livestock feecl. On livestock farms self-sufficiency of feecl is a 

funclamental principle. Crop rotation is wiclely practicecl ancl large amounts of manure along with 

commercial fertilizer are usecl to help retain soil fertility. I~ecently a number of crops grown in 

southern Ontario is increasing for the benefit of a suphisticatecl crop rotation. The majority of 

farms are run solely by family members. while a few farms employ seasonal labour. Although the 

size of farms is relatively small in Canaclian stanclarcl. their gruSS sales ancl net income are above 

the national average 

Ontario agriculture seellls to be sustainable. .iuclging from the continuation of family farms 

ancl Illixecl farming operation. application of crop rotation systems basecl on several cγops. cliversi 

fiecl employment structure of farm families. ancl the change in farmers' attitucles tu seelく aquality 

of life. However、farmsin southern Ontario clo not enjoy high income. ancl farmers feel uneasy ab-

out their future because of a strong pressure for free tracle by the Unitecl States 
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写真 1 南オンタリオの農村景観

(1994年 7月筆者撮影，

以下写真12まで同様).

手前の黄金色に実っているのが

大麦，遠方の緑色がトウモロコシ

である ゆるやかに起伏する農地

に高いサイロと大きな畜舎をもっ

農場が点在するのが，南オンタリ

オを象徴する農村景観である.

写真 2 従来の経営を継続してい

るEb農場

密閉型の新しいサイロが備えら

れているが，畜舎は100年以上前

に建てられたもので老朽化してい

る.冬季の兼業に製材業を行って

いる

写真 3 P農場の経営者.

1990年に父親からこの農場の経

営を引き継いだ.基本的には経営

内容は以前と変わらないが，アメ

リカ合衆国との自由貿易の影響に

よる将来の酪農の危機を心配して

いる.
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写真 4 P農場のサイロと畜舎

経営者はできうるならば，畜舎

を大規模化し，サイロを新しいも

のにしたいと考えている.

写真 5 最近経営を拡大した B

農場のバルクタンク.

オンタリオ・ミルク・マーケ y

テイング ・ボードから 2日に 1回

集乳車がくる.経営者と息子の共

同経営である

写真 6 1991年8月に建設したB
農場の新しい畜舎.

搾乳牛70頭を含めて全部で150

頭の乳午を飼育している.この農

場の耕地では牧草 3年， トウモロ

コシ 2年，麦類 l年という輪作が，

30年以上も続けられている.
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写真 7 G農場の経営者ー

ここ10年間ほどかけて父親から

経営を引き継いだが，肉牛の価格

低迷により， 1994年から肉牛の品

質検査を行うことにした

写真 8 G農場の看板

州政府と契約して，肉牛の品質

検査を行っている.このような農

場がオンタリオ州に10ほどある.

写真 9 M農場の経営者.

大阪出身の日本人でグェルフ大

学の農学部を出て， 1970年に農場

を購入した. 平均よりやや小さい

規模であるが安定した経営をおこ

なっている.
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写真10 H養豚農場のサイロと豚
&， 
口・

1985年に調査した時点では，将

来の規模拡大をめざす意欲的な経

営が行われていたが，周辺の都市

化の進行もあって，農地の一部を

高額で売却し，近いうちに養豚経

営を中止し，脱農を図ろうとして

いる.

写真" Ew農場の畜舎とサイ

ロ

手前の農地には飼料用のトウモ

ロコシが栽培されている

写真12 Ew農場のエミュー

この農場ではかつては養豚と肉

牛肥育を行っていたが，肉牛肥育

を1986年に中止した そして最近

ゃぎとエミューの飼育をはじめ

た.
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